
 

 

 

 

 

 

                 

 

 

玉川小の近くの鳴川には、三池山の伏流水が注ぎこみ、栄養豊富で美

しい水が流れています。昨年度、この鳴川を調査した５年生から話を聞

いたり、ゲストティーチャーの柿川先生から生き物のことを学んだりし

た４年生は、早く調査に行きたいとうずうずしていたようです。「あっ！

魚がいた。」「これが珍しいヌマドジョウなんだ。」と、生き物を発見

するたびに大喜びしていた子どもたち。近頃の大雨で生き物が減ったと

聞いていましたが、たくさんの生き物を見つ 

けることができ、みんなで胸をなで下ろして 

いました。これからも、環境を守り、次の世 

代になっても住み続けられる玉川の郷にしよ 

うという気持ちを大切にしてほしいと願って 

います。 

持続可能な開発のための教育（ESD） 
 

つながりを大切にし、 

かかわりを深める児童生徒の育成 
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生き物を調べよう！｢鳴川環境調査隊｣  玉川小学校 

 

 

白光中学校では｢働くこと｣をテーマに、６月１３日（火）に市内の

様々な分野で活躍されている方を学校にお招きし、１日総合 Day を実

施しました。２年生では、職業学習として、フィットネスインストラク

ターやコンビニエンスストア店長、消防士やパティシエなど、具体的

な職業の内容から「働くこと」の意味まで、幅広いお話をしていただき

ました。生徒たちも実際に働く方の生の声に、生き生きとした表情で

耳を傾けていました。講師の方々も、生徒 

たちとのやりとりを楽しまれている様子で 

した。 

 これからを担う子どもたちが、自らの職 

に誇りと働きがいをもって生きていくこと 

ができるよう、今後も取り組んでいきます。 

｢働く｣って何だろう？  白光中学校 

大牟田市の全公立学校は、２０１２年（平成２４年）１月に一斉にユネス
コスクールに加盟し、学校や地域の実態に合わせて、持続可能な開発のため
の教育（ESD）を行っています。大牟田市では、１００年後の未来を見据え
持続可能なまちづくりの担い手としての子ども達を育むために、学校と家庭
と地域などが連携協力し、市をあげて ESD を進めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２０１５年、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、国際連合サミ
ットで１７の持続可能な開発目標及び１６９のターゲットが採択されまし
た。これが「SDGs」です。持続可能な社会の創り手を育成する ESD は、
SDGs を達成するために不可欠である質の高い教育の実現に貢献するものと
されています。大牟田市では、この SDGs から１０の目標を選び、大牟田
市版 SDGs を設定し、重点的に各学校の ESD を推進しています。 

教えて！ 

大牟田の  
本年度、大牟田市に採用された先生方と 

一緒に、ESDについて確認していきましょう。 

Ｑ：大牟田市の ESDの特色や、SDGｓとの関わりを教えて下さい  

  


